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１．次の問いに答えなさい。

１　次の式を計算しなさい。

①　－３２＋（－４）２	 ②　
a ＋ b

２
－

a ＋２b
３

　　　③　
３－１

３
＋ ３

④　（x ＋２）（x －１）	 ⑤　（x ＋２y）２

２　次の式を因数分解しなさい。

①　x２－７x ＋ 10	 ②　ax２＋ ay２－ x２－ y２

３　次の方程式を解きなさい。

①　1.2x ＋ 0.5 ＝ 0.7x ＋ 1.5　　②　x２－ x －１＝０

４　次の連立方程式を解きなさい。
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２．次の問いに答えなさい。

１　２次方程式 x２＋ ax ＋ b ＝０の解が１と２であるとき，a，b の値を求めなさい。

２　２つのさいころを同時に投げるとき，出た目の和が３の倍数である確率を求めなさい。

３　生徒Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅのそれぞれのテストの点数から 60 点を引いた点数の平均が７点であるとき，この５人の生徒のテストの点数

の合計を求めなさい。

４　不等式
42

２
＜ n ＜３ 13 を満たす自然数 n の個数を求めなさい。

５　右の図について，∠x，∠y の大きさを求めなさい。ただし，線分ＢＤと線分ＡＣの交点Ｏは円の中心である。
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３．右の図のように，放物線 y ＝
１

２
x２と直線 y ＝

１

２
x＋１が２点Ａ －１，

１

２
，

Ｂ（２，２）で交わっている。また，この放物線上に x 座標が４である点Ｃをとる。

次の問いに答えなさい。

１　点Ｃの y 座標を求めなさい。

２　直線ＡＣの式を求めなさい。

３　△ＡＢＣの面積を求めなさい。

４　△ＡＢＰの面積が△ＡＢＣの面積の４倍となるように，放物線上に点Ｐをとる。

　　この点Ｐの座標を求めなさい。ただし，点Ｐの x 座標は正の数とする。

４．右の図のように，ＡＢ＝ＢＣ＝２cm，∠Ｂ＝ 90°の直角二等辺三角形ＡＢＣがあ

り，△ＡＰＢは面積が cm２の正三角形で，△ＡＱＣは面積が cm２の正

三角形であるとする。線分ＰＣと線分ＱＢの交点をＲとする。また，線分ＡＣと

線分ＱＢの交点をＳとする。次の問いに答えなさい。

１　△ＡＢＣの面積を求めなさい。

２　△ＡＰＣと合同な三角形の組み合わせを次の中から記号で選びなさい。

謂　△ＡＢＱと△ＣＲＱ　　　違　△ＢＲＰと△ＣＲＱ

遺　△ＡＢＱと△ＣＢＱ　　　医　△ＡＰＢと△ＡＱＣ

３　△ＡＰＣの面積を求めなさい。

４　△ＲＢＣの面積を求めなさい。

５．右の図のように，高さが等しい正四角錐と立方体がある。正四角錐の底面の正方形の１辺の長

さは８cm とする。また，立方体の１辺の長さは８cm であり，対角線ＧＩの長さは cm

である。辺ＡＣ，辺ＡＥを３：１に分ける点をそれぞれＪ，Ｋとし，辺ＧＨ，辺ＩＨを３：１

に分ける点をそれぞれＬ，Ｍとする。線分ＪＭ，線分ＫＬと平面ＢＣＤＥの交点をそれぞれＮ，Ｏ

とし，線分ＪＭ，線分ＫＬの交点をＰとする。次の問いに答えなさい。

１　線分ＪＫ，線分ＬＭの長さをそれぞれ求めなさい。

２　五角形ＦＧＬＭＩの面積を求めなさい。

３　線分ＮＯの長さを求めなさい。

４　五角錐Ｐ－ＦＧＬＭＩの体積を求めなさい。
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